
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  技術的条件集別表 15 

 



 

 技別 15－1  

 

技術的条件集別表 15（相互接続用共通インタフェース仕様）の記述に関する留意事項 

 

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。  
 

本別表の標準番号  ＴＴＣ標準の標準番号及び版数  (制定月日 ) 

ＮＴＴ－９０．１０  ＪＪ－９０．１０  第７．１版  (２００６年９月５日 ) 

 
 
２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具
体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、ＴＴＣ標準の
規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。  
 

       １）当社の規定がＴＴＣ標準の規定に準拠している事項 

             【ＪＪ－＊＊＊＊にりに�2�堰BQ
 

体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に

        ﾉ異.ｨ



 

 技別 15－2

【ＪＪ〉X０．rP０に準拠すやi� 

【ＪＪ－９０．１０では▼▲の規定が�

【ＪＪ－９０．１０では▼▲の規定が異なる】 

 

▼表４－１／ＮＴＴ－９０．１０ ＩＳＵＰ仕様互換表 

ＮＴＴ－Ｑ７６３の参照節 

項 番 項  目 

接続事業者網間仕様 備考 

3.37 ｵﾌﾟｼｮﾝ逆方向呼表示   

  A：インバンド情報

表示 

“0,1”を使用する ACM、CPG では、“0,1”を使用

する、ANM では、“0”を使用

する 

  C:簡易分割表示 “0,1”を使用する ACM、CPG では、“0,1”を使用

する、ANM では、“1”を使用

する 

3.70 相関ｉｄ 技術的条件集別表４に示すとおり  





 

 技別 15－4 ＮＴＴ－９０．１０ 

【ＪＪ－９０．１０では▼▲の規定が異なる】 

 

6.2 各種接続シーケンス 

 一般的な接続シーケンスを▼表６－１／ＮＴＴ－９０．１０▲に示す。 

【ＪＪ－９０．１０では▼▲の規定が異なる】 

 

表６－１／ＮＴＴ－９０．１０ 各種接続シーケンス 

 【ＪＪ－９０．１０に準拠する】 

 

▼シーケンス No.1～８：当社網は発側及び着側の網共に対象 

 No.9～22：当社網は発側及び着側の網共に対象 

  ただし、当社が着側として動作するのは当社網が中継する場合のみ 

       No.23  ：当社網は発側網及び番号管理網共に対象▲ 

【ＪＪ－９０．１０では▼▲を規定していない】 

 

７．課金方式【ＪＪ－９０．１０に準拠する】 

 

付録Ａ 

１．基本的考え方【ＪＪ－９０．１０に準拠する】 

２．試験の種類【ＪＪ－９０．１０に準拠する】 

３．手動接続試験の網間番号構成 


